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■■時とき　■■所ところ　■■内内容　■■対対象・定員　■■￥料金　■■持持ち物
■■申申し込み　■■問問い合わせ・申込先　■■F ファクス　■■E Eメール

　
　　 
　螺鈿（らでん）や津軽塗の
技法を用いた和と洋の装飾品
を展示・販売します。 

■■時 ９月 12 日㈮～ 23 日㈫
㈷の午前 10 時～午後４時
■■所 藤田記念庭園（上白銀町）
匠館 2 階ギャラリースペース
■■問弘前工芸舎運営委員会事務局（弘前こぎん研究所内、
☎ 32-0595）

　 

■■時９月 13 日㈯・14 日㈰の午前 10 時～午後４時　
■■所追手門広場（下白銀町）
■■問 青森りんご植栽 150 周年記念イベン
ト 運 営 事 務 局（ ■■E ringo150@rab-
service.co.jp）

　国指定名勝瑞楽園の庭園を
眺めながら、一足早い十五夜
を楽しみませんか。
第１部
■■時９月 13 日㈯、午前 11 時から
■■内 和の昔っこの会の皆さんによる「つがるの昔っこ」

（昔語り）、玉川宏さんによる歴史に関するお話
第２部
■■時９月 13 日㈯、午後３時 30 分から
■■内荒関裕子さんによる箏曲演奏、工藤かほるさん・斎
藤みどりさんによる「つがるの昔っこ」（昔語り）　
■■￥ 500 円　
庭園ライトアップ
■■時９月 13 日㈯、午後６時～８時
■■問瑞楽園（宮舘字宮舘沢、☎ 96-2744）

青森りんご植栽 150 周年記念グルメイベント

瑞楽園「秋祭り」

　 

　今回の「H-MOCA レクチャー」では、ジャン＝ミ
シェル・オトニエルによる彫刻『エデンの結び目』を
取り上げます。作品の素材であるムラーノガラスの歴
史や制作背景などについてもお話しします。 

■■時９月 13 日㈯、午後２時～３時
■■所弘前れんが倉庫美術館（吉野町）
■■対 14 人
■■申電話、ホームページ内の専用フォーム
■■問弘前れんが倉庫美術館（☎ 32-8950）

　
こけス工房さんのわくわく工作体験
　こけしとチェスがコラボした「こけス」の展示・販
売もあります。 

■■時９月 14 日㈰、午前 10 時～午後３時
■■内①こけスチェスゲーム体験／②こけス絵付け体験／
③桜の小枝工作体験（各体験時間は約 30 分）
■■￥②・③＝ 600 円から　■■申電話
おとなも！こどもも！クレヨンで絵を描こう！ 

■■時９月 14 日㈰、午前 10 時～午後３時　
そ の 他 お絵描きに使用したクレヨンは持ち帰ること
も可能です。描いた絵は希望者のみ、９月 30 日㈫
までまちなか情報センターで展示します。
※展示終了後、絵の受け取りで再
度来館する必要があります。また、
氏名・電話番号を伺いますので、
あらかじめご了承ください。
■■問まちなか情報センター（土手町、
☎ 31-5160）

　
■■時９月 14 日㈰、午後１時から（午後０時 30 分開場）
■■所宮川交流センター（堅田２丁目）
■■内昭和歌謡、演歌、フォークソング、ギター弾き語り 

■■対市民＝ 100 人　■■￥ 500 円
■■問 宮川交流センター（☎ 36-2611、㈪〈㈷の場合
は翌日〉と㈷の翌日は休み）

　 

■■時９月 15 日㈪㈷、午前 10 時～正午
※天候により中止となる場合があります。
集 合 場 所 弥生いこいの広場（百沢字東岩木山）第一
駐車場下
■■対 20 人（先着順）
■■持飲み物、タオル、手袋、帽子、雨具（雨天時）
※汚れてもよい服装（長袖・長ズボン）と長靴で参加を。
■■申 電話、ファクス、E メール（氏名、住所、年齢〈学
年〉、連絡先を明記）
■■問公園緑地課（☎ 33-8739、■■F 33-8799、■■E kou
en@city.hirosaki.lg.jp）

第２回 学芸スタッフによる現代アート講座 

まちなか情報センターの催し

須藤清栄＆三津谷有華 ジョイントコンサート

自然観察会 in 弥生スキー場跡地

文化・レジャー

　弘南鉄道では、職人が一つ
一つ手作りした「りんごねぷ
た」を車内に約 200 個装飾
した「りんごねぷた列車」を
運行します。期間中の㈯・
㈰と㈷は、車内の照明を落
とし、りんごねぷたの明かりだけで運
行する夜間特別ライトアップ運行も実
施します。
運 行 期 間 ９月６日㈯～ 11 月 30 日㈰
■■問弘南鉄道㈱営業課（☎ 44-3136）

バッタ展
　バッタの仲間やキリギリス、コオロギなどの飼育展
示をします。
■■時 ９月７日㈰～ 21 日㈰の午前８時 30 分～午後４
時 30 分
蛾展 ～Ga TeN～
　ライトアップで集まってきた蛾を観察します。
■■時９月 13 日㈯、午後７時～８時
月例登山「イヌワシの道 キノコ探索」
■■時９月 28 日㈰、午前９時 30 分～午後２時 30 分
※雨天決行
■■持飲み物、昼食、タオル、替えの下着・靴下、雨具
■■申電話／９月 1 日㈪以降
■■問こどもの森ビジターセンター（久渡寺境内、坂元字
山元、☎ 88-3923）／（一財）弘前市みどりの協会（☎ 
33-8733）

文化・レジャー

こどもの森の催し

まちなかクラフト村 弘前工芸舎
漆工房宮うるし展 　

　弘前市の防災をテーマに交流します。 

■■時９月 19 日㈮、午後６時 30 分～８時 30 分
■■所弘前文化センター（下白銀町）３階第１工作室
■■対日本語を勉強したい県内在住の 16 歳
以上の人　（国籍は問いません）
■■申二次元コード
■■問 （公社）青森県観光国際交流機構

（☎ 017-735-2221）

　
【北里大学獣医学部ZOOゼミ】 
動物に関するクイズラリー 

■■時 ９月 20 日㈯～ 23 日㈫㈷の午前９時～午後４時
30 分
■■所弥生いこいの広場（百沢字東岩木山）動物広場
■■￥動物広場入場料のみ
ジャージー牛の搾乳体験 

■■時 ９月 20 日㈯、①午前 10 時
～正午／②午後１時～２時
■■所弥生いこいの広場（百沢字東
岩木山）第一駐車場
■■対各 50 人
※牛の体調で変動あり。
❶バター・❷フレッシュチーズ作り体験 

■■時❶９月 20 日㈯、❷９月 21 日㈰
※いずれも時間は午前 11 時から
■■所弥生いこいの広場（百沢字東岩木山）第一駐車場
■■対各 50 人（先着順）　■■￥各 1,000 円
■■問弥生いこいの広場（☎ 96-2117）
 

 

 

■■時９月 20 日㈯・21 日㈰の午前 10 時～午後４時
■■所県愛護動物センター（青森市大字宮田字玉水）
■■内犬のしつけ方教室、うさぎふれあい体験、乗馬体験、
工作コーナー、動物のお医者さんなりきり体験など
■■問県動物愛護センター（☎ 017-726-6100）

　
■■時９月下旬、午前９時～ 11 時
※ぶどうの成熟状況により日程が変わるため、実施日
確定後に申込者へ E メールで連絡します。その際に、
改めて参加の可否を確認します。
集 合 場 所 岩木総合支所（賀田１丁目）正面玄関　　
■■対 10 人程度（先着順）
■■持飲み物、手袋、雨具（雨天時）
※農作業可能な動きやすい服装で参加を。
 ■■申市ホームページ内の専用フォーム
／９月 15 日㈪㈷まで
■■問りんご課（■■E ringo@city.hirosaki.lg.jp）

にほんごでたのしもう！（交流型日本語教室）

動物愛護週間イベント

動物愛護フェスティバル 2025
楽しく学ぼう 動物のこと

ワイン用ぶどう収穫体験会とき ところ 種目※

10 月３日
市民会館

総合開会式
10 月３・４日 吹奏楽
10 月 18 日 合唱

10 月 10 ～ 12 日
弘前文化センター

美術
10 月 18・19 日 演劇
10 月 25・26 日 写真

10 月 11 日
青森県りんご会館

囲碁
10 月 25・26 日 将棋

10 月 18 日 弘前南高校 自然科学
10 月 24・25 日 百石町展示館 文芸
10 月 25・26 日 総合学習センター 放送

　県内の高校生約 3,000 人が日頃の文化活動の成果を
発表する県内最大規模の芸術・文化の祭典が、今年は弘
前市を中心に開催されます。ぜひ、高校生の文化活動に
取り組む熱意を感じ取ってください！

■■問青森県高等学校総合文化祭実行委員会事務局（弘前高
校内、☎ 32-0251、　㈯・㈰と㈷を除く、午前９時～
午後４時）
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第 46 回 
青森県高等学校総合文化祭（中南・西北大会）

９月６日～ 11 月 30 日
弘南鉄道 大鰐線 りんごねぷた列車を運行

※弘前市内で開催される種目※弘前市内で開催される種目

https://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/nourin/ringo/150PRmark.html
https://hmocalecture2508-10.peatix.com/
https://konantetsudo.jp/
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSdL1lvDad_XF1X85fH4EAArHiiROw3jWng5BK0LWGol6-lV-w/viewform
https://www.city.hirosaki.aomori.jp/sangyo/2025-0729-0936-37.html

